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本協議会から最近の治安状況等についてお知らせいたします。会員各位ならびにご家族、また関係のご出

張者におかれましては治安状況等に十分ご留意いただき、掲載の事件・事故と同様の被害に遭われないよ

う十分ご注意，ご周知ください。 

 

＊ＪＪＣ邦人安全対策連絡協議会  ＴＥＬ：３１５－０４１８ 

ＦＡＸ：３１９２－５９０２ 

＊在インドネシア日本国大使館     ＴＥＬ：３１９２－４３０８ 

 

１ 最近の政治・治安情勢 

２月１５日に統一地方首長選が行われる。ジャカルタ首都特別州はじめ全国１０１か所の地方自治体

の首長が選ばれることになっており，大統領決定により公休日となった。投票は午前７時から午後１時

まで行われ，即日開票，夕方には大勢が判明する予定である。 

ジャカルタ州知事選には３組の候補が立候補しており，事前の世論調査によると現職のアホック候補

が３５～４０％の支持率を得ているものの，過半数を獲得するまでには至っていない。そのため明日の

第一回の投票では決まらず，４月の決選投票に持ち越されるシナリオが大勢の見方である。 

第１回投票では大きな混乱は見られないと思われるが，日本人は華人と間違われることもあるため，

無用な混乱を避けるため投票所には近寄らないように推奨する。 

２月１１日のイスラム教団体による大規模祈祷集会があり，州知事選挙と宗教とを関連付ける動きが

ある中で，宗教冒涜の罪で被告人となっているアホック氏が第１回投票でもし過半数を取ることになれ

ば，その時点で治安上注視が必要になろう。 

  

２ 邦人に関わる最近の事件・事故報告 

１月中旬から２月にかけて，ジャカルタ中心部・スディルマン通りで，路上盗難被害（未遂）が４件

発生している。トランスジャカルタのドゥク・アタス駅等にかかる歩道橋付近の路上において，前後か

ら複数名が挟みうちして，歩行者の気をひいている間にポケットやカバンの中から財布など貴重品を盗

み取ろうとする手口。時間帯は日中明るい時間に発生している。この事案を受け，大使館から地元警察

へ報告し，犯人確保及びパトロール強化を申し入れたが，これまで警察への報告が少なく事件を認知し

ていなかった模様。 

路上盗難被害を未然に防ぐため，路上を歩くことがリスクであることを認識していただきたい。外出

される際は，原則，車での移動を励行する。もし徒歩移動の必要がある場合には，周囲を良く確認し，

複数人で行動する，また多額の現金や貴重品などを携行しない，歩きスマホはしないなどの対策をとる

ことが重要である。 

今回の事案は物的被害がなかったが，万一路上盗難に巻き込まれた場合には，犯人が銃や刃物を持っ

ていて被害が拡大する可能性もあるので，抵抗せず自らの身を守る行動をとるようにしてほしい。ま

た，犯罪に遭った場合には物的被害がなくても大使館及び警察に届け出るようにすることが重要であ

る。 

 

３ 報告及び連絡 

 前回海安協にて，外国人は入国管理法上，渡航証明書または在留許可証の原本を携行する義務がある

が，KITAS発給停止に伴い，KITASのない人はITAS Onlineの携行で適法なのかとの質問があった。大使

館では法務人権省・入国管理総局及びジャカルタ州の入国管理事務所に照会したところ，「ITAS 

Online原本（PDFのカラー印刷）及びパスポートのコピーの携行で適法である」との回答を得た。但

し，現場の担当官までこの理解が浸透しておらず，誤認しているケースもある点は留意が必要。 

 



４ 最近の医療事情等 

（１）１月１９日，マレーシアでデング熱による邦人死亡例が発生したことを受けて，１月２３日付注

意喚起メールを発出した。一般的にデング熱は大部分が問題なく軽快する病気で，あまり過大に恐れる

必要はないが，一部の患者が重篤化することもあり，また蚊が媒介する疾患を予防する意味でも，日常

からの防蚊対策が重要である。 

（２）先日，当地を訪問中の邦人が高熱を呈し，当地クリニックなど複数施設でデング熱検査を行った

ところ連続３回陽性反応となった。しかし同時に行ったインフルエンザ検査も陽性反応が出て，臨床的

にもインフルエンザを疑わせる所見であったことから，より詳細なデング熱検査を行ったところ，デン

グ熱は否定された。 

 このように，当地で一般的に行われているデング熱の簡易検査（NS-1抗原測定）は比較的感度の高い

検査とされているが，デング熱と同属のウィルスや他のウィルス性疾患に罹患している場合，陽性反応

が出やすく，デング熱と誤診されることがある。 

 特にジャカルタでは，もともとデング熱が当地の風土病であったこともあり，高熱が出た場合安易に

デング熱と診断する傾向にあるので注意が必要である。 

（３）台湾において，２月４日，男性一人が鳥インフルエンザＡ（H7N9）により入院していることが発

表された。この患者は中国本土の広東省へ渡航した際に感染。広東省では家禽の間に同ウィルスが存在

しており，人への感染も確認されている。現在台湾と中国本土でこの患者に接触した１００人以上の

人々が監視下に置かれている。 

 インドネシアで鳥インフルエンザの家禽類及び人への感染は報告されていないが，旧正月に伴い広東

省などから人の移動も多かったこともあり，引き続き情報収集が必要である。 

 

５ 質疑応答、各社（団体）からの報告等 

（質問） 

 路上強盗の被害を避けるために徒歩での移動は避けるようにとのことだが，OJEK（バイクタクシー）

についてはどうか。 

 

（回答） 

 路上強盗の被害とは別の話で，事故になった時の被害が大きいと想定されるので，できれば避けたほ

うが良いと思われる。 

 

（質問） 

 外国人が携行する在留許可証としてITAS Onlineのカラー印刷で適法である，とのことだが，例えば

携行しやすいように縮小することは可能か。 

  

（回答） 

 明示的にサイズの要件を確認したわけではないが，縮小することで字が見にくくなり，在留許可証と

しての機能を果たさなくなる可能性もあり，同じ大きさの方が望ましいだろう。 

 

（報告） 

（１）駐在員家族が盗難被害に遭ったので報告する。２月１０日午後７時頃，シティウォーク内のパパ

イヤスーパーにて，カートの中に財布の入った荷物を入れて買い物をしていたところ，子供に気を取ら

れてカートから離れたすきに置き引きに遭った。マスクをした怪しげな人間がカートをこっそりと移動

させていたとの情報がある。現金５万円相当，クレジットカードやキャッシュカードなどを盗まれ，警

察での盗難手続が完了したところ。 

（２）未確認情報ながら，ガルーダインドネシア航空の国際線が４月にスカルノハッタ国際空港・第３

ターミナルへ移転するとのうわさがある。詳報判明次第共有したい。 

 

（報告）JJS 

（１）３月１５日に卒業式が行われる。 

（２）生徒へのインフルエンザの流行がまだ続いており、教員へも広がっている。 

 



次回の邦人安全対策連絡協議会は３月１４日（火）午前１１時から 


